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平
成
30
年
度
の
自

治
会
役
員
と
各
団

体
代
表
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

前
年
度
は
、
区
長
の
役
割
を
理

解
し
つ
つ
行
動
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
先
輩
方
の
実
績
と
現

役
員
が
取
り
組
む
中
で
得
た
知
識

や
経
験
・
手
法
が
、
次
の
世
代
へ
正

し
く
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
書

や
映
像
等
に
よ
る
適
切
な
資
料
の

保
存
の
在
り
方
を
考
え
、
公
民
館

に
集
約
し
、
有
効
活
用
さ
れ
る
よ

う
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
団
地
が
、
安
心
・
安
全
な

場
で
あ
り
、
公
民
館
が
広
く
利
用

さ
れ
、
各
種
行
事
へ
老
若
男
女
の

別
な
く
参
加
で
き
る
、
そ
う
い
う

雰
囲
気
と
運
用
の
方
法
を
会
員

総
参
加
で
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

団
地
に
入
居
し
て
早
48
年
70
歳

を
迎
え
る
に
当
り
、
何
か
行
動
を

と
、
昨
年
よ
り
小
中
学
生
の
朝
の

見
守
り
、
今
は
、
組
長
と
し
て
参

加
い
た
し
ま
す
。
健
康
と
脳
活
を

兼
ね
て
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
団
地
の
発
展
の
お
手
伝
い
を
と

思
い
ま
す
。

　

　

行
事
担
当
副
区
長
を
引
き
受

け
て
、
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

大
変
の
一
言
で
、
学
校
の
仕
事
、

農
業
、
親
の
介
護
、
何
と
か
乗
り

切
っ
て
来
ま
し
た
。
今
年
は
、
黒
石

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
委
員
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
治
会

の
役
員
を
引
き
受
け
た
以
上
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
頑
張
り

ま
す
。
若
い
皆
さ
ん
が
、
ど
し
ど
し

団
地
の
行
事
に
参
加
し
て
、
盛
り

上
げ
て
頂
き
、
共
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

一
年
間
を
振
り
返
る
と
、
高
齢

化
に
伴
い「
役
員
」
の
担
い
手
が
減

少
。
文
書
管
理
や
積
立
金
の
運
用

法
に
定
め
が
な
い
等
の
課
題
が
見

え
て
来
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
取
り
組
む
所
存
で
す
の

で
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

安
全
担
当
と
し
て
、
二
年
目
に

入
り
ま
す
。
こ
の
一
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
皆
様
の
期
待
と

要
望
に
応
え
ら
れ
た
か
疑
問
で
す
。

今
年
度
は
、
防
災
士
と
共
に
災
害

に
強
い
街
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

組
長
を
任
さ
れ
て
一
年
が
過
ぎ
、

先
輩
か
ら
の
引
き
継
ぎ
を
見
様
見

真
似
で
継
承
す
べ
く
自
分
な
り
に

努
力
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
果
た
し

て
区
民
の
為
に
役
立
つ
仕
事
が
で

き
た
の
か
自
問
自
答
し
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
一
年
を
区
民
の
皆
様
の

期
待
に
沿
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
と
申
し
ま
す
。
不
慣
れ
で
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
と
役
員

の
方
々
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
組
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
南
二
組
二
班
の
佐
藤

　

幼
き
頃
か
ら「
算
数
」は
甚
だ
不

得
意
な
科
目
で
あ
り
ま
し
た
が
、

長
き
勤
め
の
中
で
、
お
金
に
関
す

る
仕
事
が
多
く
、
電
卓
を
叩
く
ス

ピ
ー
ド
に
は
い
さ
さ
か
自
信
が
あ

り
ま
す
の
で
、
自
分
な
り
に
会
計

長
の
仕
事
を
頑
張
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

黒
石
団
地
区
に
住
み
始
め
て
25

年
に
な
り
ま
す
が
、
初
め
て
組
長

と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
は
な
は
だ

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
善

を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
何
卒

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

定
刻
に
始
ま
る
会
議
、
よ
く
準

備
さ
れ
た
原
案
、
真
剣
な
議
論
。

一
日
、
黙
々
と
ワ
ッ
ク
ス
を
掛
け

終
え
て
、「
よ
か
運
動
に
な
っ
た
な

あ
。
」と
笑
顔
で
一
言
。

地
域
の
た
め
に
働
く
本
気
の
集
団

に
出
会
え
て
、
圧
倒
さ
れ
て
い
る

役
員
一
年
生
で
す
。

　

組
長
と
し
て
、
何
か
と
至
ら
ぬ

点
も
多
々
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

無
事
一
年
間
務
め
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
二
年
目
の
組
長
の
役
割

・
自
治
会
活
動
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

　

組
長
２
年
目
は
、
①
生
活
に
密
着

し
た
環
境
衛
生
面
と
公
園
等
の
安

全
な
利
用
に
注
視
し
、
②
兼
務
の

広
報
業
務
は
、
委
員
会
で
の
協
議

＆
区
の
皆
様
か
ら
情
報
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
精
一
杯
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
子
連
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
４
連
覇

・
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
バ
レ
ー
は
３
位
と
好
成
績
を
残

し
ま
し
た
。
夏
祭
り
で
は
、
こ
ど
も

み
こ
し
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
楽
し

く
一
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
子
ど
も
も
親
も
楽
し
め

る
子
ど
も
会
を
目
指
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

団
地
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は　

皆
さ
ん
の
安
心
と
安
全
を
維
持

す
る
た
め
に
微
力
な
が
ら
活
動

し
て
お
り
ま
す
。　

た
だ
、
平
均

年
齢
が
45
歳
超
え
と
、
合
志
市

で
最
年
長
と
い
え
る
程
に
な
り
、

若
い
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
紹
介
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
東
会
長
の
後
任
と
し
て
、
悠
々

ク
ラ
ブ
を
引
き
継
い
で
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

「
会
員
募
集
中
」
入
会
年
齢
は
60
歳

以
上
で
す
。
特
に
男
性
会
員
が
少

な
い
の
で
、
是
非
男
性
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
現
在
45

名
の
隊
員
が
、

①
朝
パ
ト
（
午
前
７
時
～
８
時
）

②
昼
パ
ト
（
午
後
３
時
～
４
時
）

③
夕
パ
ト
（
午
後
５
時
～
６
時
）

④
夜
パ
ト
（
午
後
８
時
～
９
時
）

と
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　　

ひ
ま
わ
り
ラ
ン
チ
は
、
平
成
17
年

以
来
14
年
目
。
そ
の
間
ず
っ
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
奉
仕
に
よ
る

「
真
心
こ
も
っ
た
手
作
り
弁
当
」
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前役員のお二人
宜しくお願い致します。

　

団
地
に
サ
ロ
ン
が
設
立
さ
れ
た

の
は
、
平
成
13
年
の
春
。
昨
年
、

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
、
15
周
年

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も

団
地
高
齢
者
の
方
々
の
閉
じ
こ
も

り
、
孤
独
感
、
認
知
症
予
防
等
の

た
め
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
倶
楽
部
は
、
設
立
か

ら
今
年
で
24
年
に
な
り
ま
す
。

会
員
数
32
名
、
各
人
各
場
所
で

住
民
同
志
の
繋
が
り
地
域
発
展

の
為
に
日
々
努
力
を
し
、
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
ひ
ま
わ
り
倶
楽

部
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

継
続
の
為
に
協
力
で
き
る
方
は

是
非
入
会
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先
は
、
別
府
進2

4
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-
1
7
4
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中
組
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
に
な
っ
て
17
年
。
い
ろ

い
ろ
体
験
し
ま
し
た
が
、
先
の
大

地
震
で
夜
中
に
飛
び
出
し
、
余
震

の
続
く
中
、
安
否
確
認
に
奮
闘
し

た
の
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後

も
団
地
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ

と
を
目
標
に
務
め
ま
す
。

遭
遇
、
い
ず
れ
も
防
止
で
き
ま
し

た
が
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認
、

サ
ロ
ン
活
動
、
児
童
の
見
守
り
等

を
主
体
に
務
め
て
お
り
ま
す
。
特

に
悪
徳
商
法
に
関
す
る
事
、
警
察

官
を
名
乗
る
不
審
な
電
話
等
に

　

北
一

・
二
組
担
当
民
生
委
員
の

丸
山
で
す
。
主
と
し
て
高
齢
者
の

安
否
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
担
当

の
方
は
お
元
気
な
方
が
多
く
い
ろ

ん
な
事
を
教
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。

で
も
お
困
り
事
心
配
事
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ど
ん
な
事
で
も
お
話
し

く
だ
さ
い
。
お
子
様
か
ら
す
べ
て
の

方
対
象
で
す
。
関
係
機
関
へ
繋
ぎ

解
決
致
し
ま
す
。

　

南
一

・
二
組
を
担
当
し
、
皆
様

の
快
適
な
日
々
の
暮
ら
し
が
保
た

れ
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
の
方
の
見
守
り
、

生
活
上
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
へ
橋
渡

し
を
し
、
共
に
考
え
る
こ
と
が
私

た
ち
の
仕
事
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
黒
石
団
地
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
幸
い

南
一
組
６
班
で
は
、
元
気
な
子
ど

も
た
ち
の
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
児

童
委
員
と
し
て
見
守
り
も
頑
張
り

ま
す
。

　

民
生
委
員
四
年
生
、
よ
う
や
く

担
当
地
区

・
西
組
の
方
々
と
の

交
流
も
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

老
い
も
若
き
も
笑
顔
で
一
人
ひ
と

り
が「
出
来
る
人
が
出
来
る
こ
と

か
ら
や
っ
て
い
く
」こ
と
で
、
安
心

・
安
全
な
黒
石
団
地
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

会
主
催
の
楽
し
い
行
事
も
催
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
サ
ー
ク
ル

と
し
て
の
利
用
や
参
加
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
は
、
公
民
館
主
事
の
私

へ
！
連
絡
先0
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公
民
館
主
事
二
年
目
に
な
り
ま

す
。
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
為

の
サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
様
々
な
グ
ル

ー
プ
、
団
体
に
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
黒
石
団
地
自
治

　

女
性
は
本
当
に
忙
し
い
。
で
も

協
力
は
惜
し
ま
な
い
。
副
部
長
を

務
め
た
二
年
間
で
素
晴
ら
し
い
方

々
に
出
会
い
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
期
待
に
応
え
る
に
は

力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力

で
元
気
に
楽
し
く
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
、
行
事
部
員
の
皆
様
の

協
力
を
得
て
自
治
会
活
動
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
行
事
部
の
皆
様
と
共
に

楽
し
い
団
地
生
活
の
為
、
各
種
自

治
会
活
動
に
参
加
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

安全担当
副区長
塚本正昭

行事担当
副区長
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　副区長
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中組長
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公民館主事
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子ども会
会長

堀　功一

くぬぎサロン
代表

東　雅春

民生児童委員
島村保夫

民生児童委員
松隈敏彦

民生児童委員
丸山クニ子

ひまわり倶楽部
会長

軸丸武治

民生児童委員
東　雅春

民生児童委員
倉野昭宏

悠々クラブ
会長

江口睦男
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隊長

青山隆幸

ひまわりランチ
代表

児玉琢磨

行事部
部長

稲葉憲昭

婦人部
部長

青山智子

公設消防団
黒石団地班長
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古賀　進
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津留健二
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平成３０年５月

※

6
月
～

　

全
国
一
斉
美
化
月
間

※

6
月
10
日（
日
）

　

夏
祭
り
企
画
委
員
会
②

※

８
月
４
日（
土
）

　

第
４
０
回「
黒
石
団
地
区
夏
祭
り
」

※

8
月
26
日（
日
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
物
回
収

※

黒
石
団
地
区
自
治
会
で
は
左
記
の
方

　

に
お
祝
い
金
や
記
念
品
を
贈
呈
し
て

　

い
ま
す
。該
当
す
る
方
は
、お
近
く
の

　

班
長
や
組
長
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

自
治
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

赤ちゃん誕生

成人の日

０歳

20 歳

75 歳以上

敬老会

平
成
30
年
度 

通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
０
回  

黒
石
団
地
区

夏
祭
り
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

公
民
館
主
事
だ
よ
り

黒
石
公
園
の
落
ち
葉
で
作
っ
た

腐
葉
土
を
差
し
上
げ
ま
す
。

「
黒
石
団
地
も
り
あ
げ
隊
」の
メ

ン
バ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

４
月
15
日
午
前
10
時
か
ら
黒
石
団
地
区
公
民
館
で
、

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
良
総
務
担
当
副
区
長
の「
出
席
者
162
名
、
委
任
状
547

名
に
よ
り
、
自
治
会
規
約
第
21
条
に
定
め
る
定
足
数
に

達
し
、
総
会
成
立
」
の
報
告
を
受
け
、
林
田
行
事
担
当

副
区
長
が
、
開
会
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

阪
口
区
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
議
長
に
本
田
啓
修
氏
、

書
記
に
吉
村
章
志
氏
、
議
事
録
署
名
人
に
莟
政
宏
氏
、

時
松
久
美
子
氏
を
執
行
部
か
ら
推
薦
、
拍
手
に
よ
り

承
認
さ
れ
、
議
事
進
行
に
移
り
ま
し
た
。

■
平
成
29
年
度
の
行
事
報
告
（
抜
粋
）

　

⑴ 

環
境
・
衛
生
に
つ
い
て

　
　

  

① 

事
務
室
の
新
設
及
び
室
内
灯
L
E
D
化

　
　

  

② 

有
志
の
方
に
よ
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

　
　
　

   

（
防
鳥
対
策
等
）

　
　

  

③ 

交
通
安
全
対
策(

徐
行
路
面
標
示
・
注
意
喚

　
　
　
　

 

起
看
板
設
置)

　
　

  

④ 

要
望
項
目
対
策
（
市
へ
の
要
望
６
件
中
、
４
件

　
　
　
　

 

実
施
。
～
塗
装
張
替
等
）

　

⑵ 

防
犯
関
係

　
　

  

① 

防
犯
灯
の
L
E
D
化
を
積
極
的
に
進
め
た
。

　
　
　

   

（
計
画
40
・
設
置
56
灯
）

　
　

  

② 

学
童
見
守
り
・
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
。

　

⑶ 

区
行
事
（
特
記
）

　
　

  

① 

文
化
活
動
で
は
、「
黒
石
団
地
も
り
あ
げ
隊
」

           

に
よ
る『
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
作
品
展
』が
大
好
評
。

　
　

  

② 

ど
ん
ど
や
は
、
始
ま
っ
て
以
来
の
雨
天
中
止
。

■
平
成
29
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
監
事
か
ら
適
正

   

で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
【
質
疑
応
答
（
抜
粋
）
】

　
　

Ｑ
．
夏
祭
り
の
外
注
費
の
内
容

　
　

Ａ
．
安
全
を
配
慮
し
、
舞
台
・
音
響
設
備
等
に
全
予

　
　
　
　

算
の
約
半
分
を
使
い
、
テ
ン
ト
張
り
、
電
球
の
脱

　
　
　
　

着
な
ど
区
民
の
支
援
に
よ
り
倹
約
し
た
。

　
　

Ｑ
．
公
設
消
防
消
耗
品
費
が
ゼ
ロ
の
意
味

　
　

Ａ
．
当
年
度
か
ら
請
求
し
な
け
れ
ば
予
算
が
つ
か
な

　
　
　
　

い
こ
と
を
失
念
し
て
い
た
た
め
、
予
算
請
求
を
し

　
　
　
　

て
お
ら
ず
、
実
績
計
上
で
き
な
か
っ
た
。

■
助
成
団
体
代
表
の
活
動
報
告
（
抜
粋
）

　

⑴ 

子
ど
も
会
（
活
動
資
金
に
充
て
る
た
め
の
資
源
物

　
　

 

回
収
）

　

⑵ 

ひ
ま
わ
り
ラ
ン
チ
（
調
理
＆
配
食
の
後
継
者
の
募

　
　
　

集
呼
び
か
け
）

　

⑶ 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
朝
・
夕
・
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　

な
ど
映
像
に
よ
る
防
パ
ト
隊
の
報
告
の
中
に
、
日

　
　
　

常
生
活
の
留
意
点
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
）

■
協
力
団
体
（
公
設
消
防
団
）
の
活
動
報
告

　

⑴ 

操
作
技
能
大
会
で
準
優
勝

　

⑵ 

器
具
を
更
新
し
て
、
今
後
の
災
害
に
備
え
た
い
。

■
自
治
会
運
営
規
則
の
改
正

・
公
民
館
運
営
規
則
の

    

制
定
（
案
）
の
説
明

　

 
以
上
の
議
案
に
つ
い
て
、
挙
手
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成

   

多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

■
平
成
30
年
度　

事
業
計
画
（
案
よ
り
抜
粋
）

　

⑴ 

自
治
会
規
約
第
15
条
に
合
わ
せ
て
、「
行
事
計
画
」

　
　

  

を「
事
業
計
画
」
へ
変
更
す
る
。

　

⑵ 

災
害
等
積
立
金
運
用
検
討
会
議

・
自
治
会
組
織

　
　

 

改
編
検
討
会
議
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
会
議
を
立

　
　

 

ち
上
げ
、
月
１
回
実
施
し
て
い
く
。　　

　

⑶ 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

・
要
望
事
項
の
検
討
に

      

対
し
て
は
、
市
に
要
望
書
を
出
し
て
い
く
項
目
と
、

      

区
で
対
処
す
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
順
次
役
員
会
で

      

検
討
し
て
対
処
し
て
い
く
。

　

⑷ 

防
犯
灯
L
E
D
化
57
灯
予
定
（
残
57
灯
は
31
年
度
）

　

⑸ 

第
８
回
総
合
防
災
訓
練
（
防
災
士
の
協
力
を
得
て
）

　

⑹ 

交
通
安
全
対
策
（
警
告

・
注
意
標
示

・
看
板
設
置

　
　

  

を
随
時
進
め
る
。
）

　

⑺ 

夏
祭
り…

…

８
月
４
日
（
土
）
開
催

　
　

※

夜
店

・
出
演
者

・
司
会
者
を
募
集
す
る
。

■
平
成
30
年
度
予
算(

一
般
会
計

・
災
害
積
立
金)

    

富
田
会
計
長
よ
り
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

  

【
質
疑
応
答
（
抜
粋
）
】

　

  

Ｑ
．
助
成
団
体
助
成
金
の
予
算
増
額
を
希
望
し
た
い

　
　
　
　

 

が
、
今
後
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

    

Ａ
．
個
々
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

　

５
月
13
日
の
企
画
会
議
を
皮
切
り
に
、
自
治
会
行
事

の
最
大
イ
ベ
ン
ト「
黒
石
団
地
区 

夏
祭
り
」
８
月
４
日

土
曜
日
開
催
に
向
け
て
、
林
田
行
事
副
区
長
を
中
心

に
各
セ
ク
シ
ョ
ン
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
夏
祭
り
で
す
！

楽
し
い
企
画
、
安
全
な
運
営
と
な
り
ま
す
よ
う
有
志
の

方
、
現
役
世
代
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
夏
祭
り
へ
の
ご
意
見
や
提
案
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
班
長
や
組
長
へご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
黒
石
団
地
も
り
あ
げ
隊
」と
は
区
民
同
士
が
、
誰
も

が
参
加
で
き
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
団
地
生
活
を

豊
か
に
し
た
い
と
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
昨
年
の
夏
祭

り
の
夜
店
出
店
や
今
年
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
作
品
展

・
公

民
館
に「
こ
い
の
ぼ
り
設
置
」な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
企
画
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
、
例
え
ば
陶

芸

・
男
の
料
理
教
室

・
親
子
お
菓
子
作
り
教
室

・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
親
子
竹
馬
作
り
・
手
作
り
凧
揚
げ

大
会

・
趣
味
の
発
表
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
す
。

会
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
募
集
に
つ
い
て
、

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が

入
れ
変
わ
っ
て
も
、
長
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
集

い
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
団
地
に
は
色

々
な
特
技
や
趣
味
を
持
っ
た
方
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
特
技
や
趣
味
を
有
効
に
活
用
し
て
私

達
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
世
代
を
超
え

て
お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
誰
で
も
入
会
は
可
能
で
す
。
一
緒
に

黒
石
団
地
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
代
表 

井
福

　
「
黒
石
団
地
も
り
あ
げ
隊
」
か
ら
の
お
願
い

①
も
り
あ
げ
隊
と
一
緒
に
夏
祭
り
の
夜
店
に
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

グ
ル
ー
プ
で
参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
公
民
館
の
電
話
に
伝
言
を

残
し
て
く
だ
さ
い
。
T
E
L 

０
９
６ 

２
０
２　

５
３
８
４　

②
今
年
実
施
し
た
、
こ
い
の
ぼ
り
設
置
を
来
年
も
行
い
ま
す
の
で
、

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

（
団
地
サ
イ
ズ
希
望
）

　

４
月
に「
黒
石
団
地
も
り
あ
げ
隊

」
発
足
メ
ン
バ
ー
有
志
で
今
後
の
活

動
を
ど
う
し
て
い
く
か
の
打
ち
合
わ

せ
会
議
を
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
決
ま
っ
た
事
な
ど
を
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
、
活
動
に
賛
同

頂
け
る
方
の
入
会
を
お
願
い
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
も
り
あ
げ
隊
の
主
旨
、

メ
ン
バ
ー
構
成
、
代
表
選
出
、
自
治

　

４
月
の
好
日
、
役
員
有
志
数
名
で
、
恒
例
の
ワ
ッ
ク
ス

掛
け
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
、
公
民
館
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
の
お
心
掛
け
で
、
大
事
に
使
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

■
夏
祭
り
に
つ
い
て

①
会
場
設
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

②
出
演
者

・
夜
店
出
店

・
司
会
者
な
ど
募
集
し
ま
す
。

　
　

（
６
月
１
日
ま
で
）

③
子
ど
も
み
こ
し
作
成

・
夏
祭
り
ポ
ス
タ
ー
募
集
な
ど

　
　

後
日
、
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　

黒
石
団
地
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
方
が
、
黒
石
公

園
の
落
ち
葉
で
作
ら
れ
た
腐
葉
土
を
園
芸

・
家
庭
菜
園

に
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
石
公
園
内
の
東
屋
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
下
に
出
来
て

い
ま
す
の
で
必
要
な
方
は
、
お
好
き
な
だ
け
ご
自
由
に

お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

退任される役員 ・役職の
方々です。大変お世話に
なりました。

今年度の役員です。これから
宜しくお願い致します。

報告を聞く区民の皆さん

阪口区長

ワックス掛けの様子

打ち合わせ会議
夏祭り夜店 夏祭り夜店

Ｂ級グルメと作品展

Ｂ級グルメと作品展

Ｂ級グルメと作品展

こいのぼり

高良副区長

堀こども会長

児玉代表

青山隊長

本田議長・吉村書記

質問する区民

質問する区民

質問する区民

平成２９年夏祭り


